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城下町の花火
おもいでの夏

主 な 目 次
ふるさと文学散歩⑩大宅壮一
ズームアップ「白松博之」（阿武町）
元気企業探訪⑤道の駅・萩しーまーと
夢追人「小祝敦」（萩市）

Ｐ4
Ｐ6
Ｐ8

Ｐ12

　８月１日に萩夏まつりが、例年どおり日本海大花火大会と共に
開幕しました。約7,000発の花火は市街一円で眺められますが、
堀内の外堀通りから萩博物館周辺にも多くの人が集りました。今
年から花火師が代わり、カラフルな色彩が特徴でした。
　昨年完了した博物館周辺道路の電線類地中化により、隅矢倉
から見る今年の花火は格別でした。（写真　堀内・原田秀子さん）
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おいでませ山口デスティネーションキャンペーン

来
年
の
７
月
〜
９
月
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
全
国
に
向
け
集
中
的
に
山
口
県
を

Ｐ
Ｒ
す
る
「
お
い
で
ま
せ
山
口
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
先
駆
け
、今
年
の
７
月
〜
９
月
を
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
と
し
て
、
山
陰
観
光
列
車
「
み
す
ゞ
潮
彩
」
の
運
行
開
始
、
Ｓ
Ｌ
リ

レ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、県
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
中
で
す
。

萩
市
で
は
、
９
月
下
旬
に
「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」、「
萩
・
竹
灯
路
物
語
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
文
化
の
美
の
象
徴
と
も
言
え
る
「
着
物
」
を
着
て
萩
の
町
を

散
策
で
き
ま
す
。
江
戸
時
代
の
古
地
図
が
今
も
そ
の
ま
ま
使
え
る
ほ

ど
美
し
い
町
並
み
が
残
る
萩
を
ス
テ
ー
ジ
に
、
和
を
楽
し
み
、
和
を

身
に
つ
け
、
和
を
思
い
出
に
残
し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

■
と
き　

９
月
22
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺
お
よ
び
萩
博
物
館
周
辺

■
料
金　

着
物
レ
ン
タ
ル
３
５
０
０
円
（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
／

旧
久
保
田
家
住
宅
）、体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム「
和
の
学
び
舎
」５
０
０
円
〜 

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩

　

江
戸
情
緒
あ
ふ
れ
る
歴
史
の
町
並
み
に
１
２
０
０
基
の
竹
灯
が
立

ち
並
び
、
萩
の
夜
を
幻
想
的
に
彩
り
ま
す
。

■
と
き　

９
月
28
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
） 

午
後
６
時
〜
９
時 

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺
お
よ
び
萩
博
物
館
周
辺 

■
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
（
旧
久
保
田
家
住
宅
）、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

展
示
（
木
戸
孝
允
旧
宅
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
観
光
協
会
（
０
８
３
８
・
２
５
・
１
７
５
０
）

萩
・
竹た

け
と
う
ろ

灯
路
物
語

　

８
月
８
日
、
萩
博
物
館
の

来
館
者
が
30
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。
平
成
16
年
11
月
に
開
館

し
て
２
年
９
か
月
で
の
記
録
。

10
万
人
突
破
は
平
成
17
年
７
月

（
開
館
８
か
月
）、
20
万
人
突
破

は
平
成
18
年
８
月
（
開
館
１
年

萩博物館

△ 30 万人目となった
　広島三次市の吉川さん親子

平
成
萩
塾

萩
・
維
新
塾

萩
陶
芸
大
リ
ー
グ

９
28

９
30

９
22

９
30

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

開
催
中
！

来館者30万人突破

９
か
月
）。

　

７
・
８
月
に
開
催
さ
れ
た
海

洋
生
物
の
初
め
て
の
企
画
展

「
君
と
竜
宮
城
へ
〜
知
ら
れ
ざ

る
深
海
へ
の
旅
」
は
親
子
連
れ

に
好
評
で
、
昨
年
の
同
時
期
に

比
べ
入
館
者
は
７
割
増
加
。

　

８
月
17
日
か
ら
31
日
に
か
け

て
、
松
下
村
塾
開
塾
１
５
０
年

を
記
念
し
て
、
萩
の
歴
史
や
文

化
を
学
ぶ
二
つ
の
塾
が
、
ま
た

萩
焼
窯
元
に
弟
子
入
り
体
験
す

る
「
萩
陶
芸
大
リ
ー
グ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
塊
世
代
を
対
象
と
し
た
シ

ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
平
成
萩
塾（
20
日

〜
24
日
）に
は
24
人
が
、
若
者
を

対
象
と
し
た
萩
・
維
新
塾（
25
日

〜
31
日
・
写
真
）に
は
28
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

萩
陶
芸
大
リ
ー
グ
（
17
日
〜

25
日
）
に
は
38
人
が
参
加
し
、

全国から受講生 が萩へ集結

市
内
19
窯
元
で
萩
焼
の
制
作
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

90人



2007 年 9月（第 77号）3

「
ひ
と
す
じ
の
蛍
火

︱
吉
田
松
陰
人
と
こ
と
ば
」

新
書
版
／
４
７
０
頁

定
価　

１
２
０
０
円
（
税
別
）

発
行　

文
春
新
書

萩　芸術・文芸の広場

「
晋
作 

蒼
き
烈
日
」

Ａ
５
版
／
４
４
４
頁

定
価　

１
８
９
０
円

発
行　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

（
０
４
８
・
４
８
０
・
４
０
３
０
）

★
２
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
著
者

サ
イ
ン
入
り
）
申
込
方
法
15
Ｐ

　

歴
史
・
時
代
小
説
の
人
気
作
家
、

秋
山
香
乃
さ
ん
の
著
書
「
晋
作 

蒼

き
烈
日
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
か
ら
刊
行

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
発
売
日

の
７
月
25
日
萩
本
陣
で
、
26
日
に
は

下
関
市
で
「
出
版
を
祝
う
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
て
野
村
萩
市
長

が
、「
秋
山
さ
ん
は
、
若
い
新
し
い

感
覚
で
時
代
小
説
を
書
け
る
人
で
、

萩
に
と
っ
て
も
大
切
な
方
で
す
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
「
晋
作 

蒼
き
烈
日
」は
、幕
末
の
志

士
、高
杉
晋
作
の
短
く
も
激
し
い
生

涯
を
、新
し
い
視
点
に
よ
り
柔
ら
か

な
文
体
で
描
い
た
時
代
小
説
で
、
山

口
新
聞
に
２
０
０
５
年
６
月
か
ら
翌

年
４
月
ま
で
長
期
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
山
香
乃
さ
ん
は
、
福
岡
県
在

住
で
、
２
０
０
２
年
に
時
代
小
説

「
歳
三 

往
き
て
ま
た
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。

山
田
顕
義
を
描
い
た
「
五
稜
郭
を
落

と
し
た
男
」、「
総
司
炎
の
如
く
」
な

ど
多
数
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。
時
代

小
説
で
あ
り
な
が
ら
、
現
代
的
な
会

話
調
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
な
ど
、
読

み
や
す
く
魅
力
的
な
こ
と
が
特
徴
で
、

新
進
気
鋭
の
女
流
作
家
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
関
市
在
住
の
作
家
・
古
川
薫
氏

は
「
27
年
と
い
う
短
い
生
涯
だ
っ
た
。

晋
作
の
美
し
く
も
凄
絶
な
戦
い
と
愛

と
青
春
の
挽
歌
を
、
時
代
小
説
の
旗

手
・
秋
山
香
乃
が
情
熱
の
ペ
ン
で
描

き
出
す
会
心
作
」
と
絶
賛
。

出
版
を
祝
う
会

萩で撮影が行われ、２００６年に公開された映画「長州ファイブ」
のＤＶＤが２バージョンで発売されます。

【通常版】【chosyu edition】

「
ひ
と
す
じ
の
蛍ほ
た
る
び火

︱
吉
田
松
陰　

人
と
こ
と
ば
」

　

文
春
新
書
か
ら
８
月
20
日
に
刊
行

さ
れ
た
「
ひ
と
す
じ
の
蛍
火
︱
吉
田

松
陰 

人
と
こ
と
ば
」
の
著
者
、
関

厚
夫
氏
が
、
８
月
27
日
、
萩
市
民
館

で
開
催
さ
れ
た
萩
・
維
新
塾
の
講
義

（
萩
市
民
大
学
教
養
講
座
と
し
て
一

般
に
も
公
開
）
で
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　
「
ひ
と
す
じ
の
蛍
火
︱
吉
田
松
陰

人
と
こ
と
ば
」
は
、
幕
末
の
志
士
、

松
下
村
塾
の
指
導
者
だ
っ
た
吉
田
松

陰
の
遺
し
た
百
の
珠
玉
の
こ
と
ば
か

ら
、
ま
っ
と
う
に
生
き
た
稀
有
な
人

の
人
生
を
た
ど
っ
て
お
り
、
今
の
日

本
に
も
っ
と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る

人
の
姿
が
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
11
月
〜
19
年
３
月
に

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｉ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、

平
成
19
年
１
月
〜
５
月
に
産
経
新
聞

朝
刊
に
連
載
さ
れ
、
大
反
響
を
呼
び
、

こ
の
た
び
一
冊
の
本
と
し
て
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

関
厚
夫
氏
は
、
産
経
新
聞
東
京
本

社
編
集
委
員
。
１
９
６
２
年
大
阪
市

に
生
ま
れ
、
同
志
社
大
学
英
文
科
を

卒
業
。
86
年
に
産
経
新
聞
社
に
入
社
、

ベ
ル
リ
ン
支
局
長
を
経
て
、
現
在
は

東
京
本
社
編
集
局
で
企
画
記
事
を
中

心
に
執
筆
。

ＤＶＤリリース！

2,940 円

スペシャル・ブックレット付

5,040 円

9.28
レンタル同時リリース

（金）

■発売　長州ファイブ製作委員会（下関市 ０８３２・６７・５１５１）

「
晋
作 
蒼
き
烈
日
」

秋
山
香
乃
さ
ん

私が描きたいのは遠い
過去の英雄ではなく、
雅子への愛、おうのへ
の恋をからめ、もう少
し身近に体温や息づか
いを感じることができ
る晋作像です。

関　

厚
夫
さ
ん

松陰の喜怒哀楽は幕末に
とどまらず、現代にも通
じます。「いまをいかに
生きるか」という永遠の
問いを松陰とともに考え
ていただきたい。

萩
・
維
新
塾

お求めやすい
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「　
億
総
白
痴
化
」「
駅
弁
大
学
」
な
ど

　

社
会
派
の
造
語
を
次
々
に
生
み
だ

し
、
鋭
い
評
論
活
動
を
幅
広
く
展
開
し
た

大
宅
壮
一
も
ま
た
萩
の
ま
ち
を
意
識
し
た

一
人
だ
。

　

大
宅
は
昭
和
29
年
、
地
域
の
人
物
や
事

蹟
を
独
特
の
視
点
で
切
り
取
っ
て
ゆ
く
と

い
う
出
版
社
の
企
画
取
材
の
た
め
萩
に

や
っ
て
き
た
。

　

萩
を
訪
れ
た
多
く
の
文
人
が
風
光
の
明

美
さ
と
歴
史
の
重
さ
に
感
動
す
る
の
を
常

と
し
て
い
た
が
、
大
宅
は
違
っ
た
。
大
宅

は
そ
の
地
の
飾
ら
ぬ
現
実
を
み
つ
め
、
辛

口
の
論
評
を
下
す
の
だ
。

　

大
宅
の
目
を
通
し
た
戦
後
間
も
な
い
萩

の
町
が
浮
か
び
上
が
る
。

一

は
充
分
理
解
し
て
い
る
が
。

　
「
吉
田
松
陰
」
は
そ
の
時
代
背
景
で

評
価
が
異
な
る
。
軍
政
日
本
の
時
期
は

歪
め
ら
れ
て
利
用
さ
れ
、
戦
後
は
逆
に

思
想
パ
ー
ジ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
奈
良

本
辰
也
が
松
陰
の
再
評
価
を
世
に
問
う

て
「
人
間
松
陰
」
が
よ
う
や
く
復
活
、

定
着
の
兆
し
と
な
っ
た
の
が
こ
の
頃
で

あ
る
。大宅

は
記
す
「
私
た
ち
外
来
者
に

異
様
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
、
こ

の
小
さ
な
町
に
停
車
場
が
三
つ
も
あ
る

こ
と
で
あ
る
。」
と
。
そ
し
て
い
ぶ
か

り
な
が
ら
大
宅
流
の
分
析
を
す
る
。「
お

ら
が
大
将（
田
中
義
一
）が
天
下
を
取
っ

た
と
き
、
萩
駅
の
ほ
か
に
大
将
の
生
地

に
は
玉
江
駅
、
当
時
の
逓
相
久
原
房
之

助
の
生
地
に
は
東
萩
駅
を
つ
く
ら
せ
た

の
で
あ
る
」
と
。

　

大
宅
は
さ
ら
に
旅
館
の
主
人
で
元
代

議
士
の
厚
東
常
吉
の
橋
本
川
の
改
修
に

か
ら
ん
だ
夢
物
語
や
、
明
治
の
実
業
家

藤
田
伝
三
郎
が
献
金
に
よ
っ
て
男
爵
を

授
か
っ
た
等
、
萩
の
町
の
聞
き
書
き
を

「
斜
に
構
え
た
視
点
」
で
つ
づ
る
。
取

材
さ
れ
た
側
が
大
宅
好
み
に
話
し
た
感

が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
そ
れ
ま
で
誰
も
書
か
な
か
っ
た
見

方
を
気
負
い
も
な
く
サ
ラ
リ
と
書
き
流

し
て
い
る
の
で
面
白
い
。

　

そ
し
て
大
宅
は
市
民
生
活
に
も
目
を

向
け
る
。「
萩
は
毛
利
藩
の
お
膝
元
だ

け
あ
っ
て
、
職
業
軍
人
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
た
。
そ
れ
に
此
の
地
は
、
退
役

軍
人
が
余
生
を
送
る
の
に
は
、
物
価
が

安
く
、
周
囲
も
尊
敬
す
る
の
で
理
想
的

だ
っ
た
ら
し
い
。
一
時
こ
こ
の
在
郷
軍

人
会
で
は
中
将
二
人
、
少
将
七
人
も
い

た
」
と
。
歴
史
の
栄
光
を
背
に
そ
の
再

来
を
模
索
し
つ
つ
も
、
い
ま
ひ
と
つ
活

気
の
な
い
萩
の
ま
ち
と
人
々
の
様
子
を

大
宅
は
静
か
に
そ
し
て
し
っ
か
り
捉
え

て
い
る
。

　
「
私
の
眼
に
映
っ
た
こ
の
町
は
、
見

は
て
ぬ
夢
の
町
で
し
か
な
か
っ
た
。」と
。

大
宅
は
萩
の
町
の
歴
史
の
奥
深
さ
を
感

じ
る
一
方
で
現
況
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
驚

き
を
隠
さ
な
い
。

　

大
宅
は
維
新
時
の
あ
の
燃
え
る
よ
う

な
活
力
が
今
な
お
何
ら
か
の
形
で
萩
の

見
は
て
ぬ
夢
の
町　

萩

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
10

　
「
萩
で
は
吉
田
松
陰
が
自
慢
の
タ
ネ

で
あ
る
。
松
下
村
塾
、
松
陰
神
社
、
松

陰
幽
囚
の
家
な
ど
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
。
観
光
案
内
図
を
開
い
て
み
る
と
、

伊
藤
博
文
、
木
戸
孝
允
、
高
杉
晋
作
、

久
坂
玄
瑞
と
い
っ
た
よ
う
な
維
新
の
元

勲
や
志
士
を
は
じ
め
、
山
県
有
朋
、
桂

太
郎
か
ら
お
ら
が
大
将
田
中
義
一
に
い

た
る
軍
閥
巨
頭
の
生
家
や
旧
宅
が
中
心

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
わ

り
す
る
だ
け
で
も
、
タ
ッ
プ
リ
一
日
は

か
か
る
。」

　

そ
し
て
大
宅
は
考
え
る
。「
い
ず
れ

に
し
て
も
、
今
も
彼
ら
が
こ
の
よ
う
に

顕
彰
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
生

ま
れ
、
こ
こ
で
育
つ
も
の
の
頭
を
幼
少

の
こ
ろ
か
ら
強
く
刺
激
し
、
立
身
出
世

主
義
、
個
人
的
栄
達
主
義
に
駆
り
立
て

る
こ
と
は
否
め
な
い
。」
と
萩
の
町
の

精
神
風
土
が
こ
の
辺
り
か
ら
き
て
い
る

と
指
摘
す
る
。

　

大
宅
は
吉
田
松
陰
と
そ
れ
に
つ
な
が

る
軍
人
や
政
治
家
の
思
考
形
態
か
ら
生

み
だ
さ
れ
る
精
神
風
土
を
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
萩
の
精

神
風
土
の
形
成
が
関
ヶ
原
の
合
戦
に
ま

で
遡
る
の
か
、
浅
学
の
自
分
に
は
よ
く

解
ら
な
い
が
、
松
陰
の
言
う
「
僕
は
忠

義
を
す
る
つ
も
り
」「
畢
竟
一
誠
な
り
」

な
ど
の
片
言
か
ら
も
松
陰
が
無
私
の
大

切
さ
を
訴
え
、
功
業
心
を
排
せ
と
諭
し

て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
、
ど
う
も
大
宅

の
解
釈
と
は
相
容
れ
な
い
気
も
す
る
。

　

勿
論
「
明
治
の
王
政
復
古
に
際
し
て
、

諸
藩
に
先
ん
じ
て
萩
城
を
解
体
し
自
発

的
に
武
装
解
除
を
し
て
、
真
っ
先
に
維

新
の
バ
ス
に
と
び
の
っ
た
」
と
い
う
見

方
や
、
薩
長
の
人
々
が
維
新
後
活
動
の

場
を
多
く
得
て
、
結
果
と
し
て
多
く
の

人
が
出
世
し
、
ま
た
郷
土
愛
を
テ
コ
に

同
郷
人
を
出
世
に
導
い
た
と
い
う
事
実

見
は
て
ぬ
夢
の
町　

萩

大
宅  

壮
一

昭和 32 年刊
「萩―見はてぬ夢の町」所収
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萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
平
成
19
年
１

月
号
、ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
た
明
屋
書
店
会

長
：
安
藤
明
さ
ん（
愛
媛
県
松
山

市
在
住
）が
、７
月
７
日
か
ら
９
日

ま
で
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
萩
を

10
余
年
ぶ
り
に
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
に
全
面
改
装
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
同
書

店
の
萩
店
を
視
察
、
従
業
員
を
激

励
し
た
あ
と
、
野
村
萩
市
長
、
高

木
萩
博
物
館
長
と
会
食
。
か
つ
て

安
藤
さ
ん
が
過
ご
さ
れ
た
頃
（
昭

和
初
期
）
の
萩
の
様
子
や
、
そ
の

当
時
の
人
々
の
消
息
な
ど
、
懐
か

し
い
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
出
身
校
で
あ
る
明
倫
小

学
校
を
訪
問
、
よ
ほ
ど
感
慨
が
深

か
っ
た
様
子
で
、「
昔
は
こ
の
位

置
に
建
物
が
あ
っ
た
」「
こ
の
松

の
木
は
当
時
か
ら
あ
っ
た
」
な
ど
、

熱
心
に
往
時
の
記
憶
を
辿
っ
て
話

さ
れ
ま
し
た
。
住
ま
い
が
あ
っ
た

東
田
町
界
隈
も
歩
か
れ
、
老
舗
店

舗
に
立
ち
寄
り
昔
話
を
楽
し
ま
れ

た
よ
う
で
す
。

　

た
だ
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
が
嘘

の
よ
う
に
寂
れ
て
し
ま
っ
た
商
店

街
の
町
並
み
に
、
落
胆
の
思
い
を

隠
せ
な
か
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

久
し
振
り
の
萩
再
訪
の
感
想
を

次
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
幼
少
の
頃
過
ご
し
た
萩
の
町
、

今
は
当
時
の
友
人
や
知
人
も
お
ら

ず
、
自
分
に
と
っ
て
、
萩
は
だ
ん

だ
ん
遠
く
な
っ
て
い
く
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
機
会
あ
っ
て
約
10
年
ぶ

り
に
萩
を
再
訪
し
ま
し
た
が
、
野

村
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
か
ら
手
厚
い
お
も
て
な
し
を

し
て
い
た
だ
き
、
萩
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
や

は
り
故
郷
は
温
か
い
も
の
、
と
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。」

▲母校・明倫小学校にて記念撮影

10余年ぶりの萩10余年ぶりの萩
明屋書店会長 安藤  明 さん

ま
ち
に
息
づ
い
て
い
る
筈
だ
と
期
待
し

て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

大
宅
の
感
じ
た
意
外
感
は
、
今
に
生

き
る
私
た
ち
が
共
に
感
じ
て
い
る
課
題

で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

大
宅
の
指
摘
か
ら
半
世
紀
、
萩
の

町
で
は
再
生
の
た
め
の
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
維
新
の
志
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
今

一
度
思
い
を
致
し
、
形
は
変
わ
る
が
ま

ち
じ
ゅ
う
博
物
館
と
い
う
概
念
に
昇
華

し
て
「
見
果
て
ぬ
夢
」
を
現
実
の
も
の

に
し
よ
う
と
い
う
活
動
も
そ
の
一
つ
だ
。

　

今
年
は
松
下
村
塾
が
開
塾
し
て

１
５
０
年
、
来
年
は
明
治
維
新
１
４
０

年
、
再
来
年
は
吉
田
松
陰
没
後
１
５
０

年
の
節
目
で
あ
り
、
萩
の
未
来
を
本
質

的
に
考
え
る
好
機
だ
と
い
え
よ
う
。
市

民
の
近
未
来
の
夢
は
ま
ち
に
散
在
す
る

近
世
都
市
遺
産
群
を
「
世
界
遺
産
」
に

登
録
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。
こ
こ
数
年

の
節
目
の
時
期
、「
歴
史
は
結
果
で
は

な
く
永
遠
の
過
程
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
に
、
市
民
の
意
識
が
ど
れ
ほ
ど
迫
れ

る
か
。好

意
的
で
は
あ
る
が
辛
口
の
論
客

大
宅
壮
一
は
異
色
の
文
化
人
だ
。

大
正
末
期
東
大
在
学
中
に
「
社
会
問
題

講
座
」
を
ひ
と
り
で
企
画
編
集
し
て
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
す
る
。
そ
の
ご
文
芸
評

論
家
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
昭
和
８
年

に
は
月
刊
誌
「
人
物
評
論
」
を
創
刊
、

文
壇
は
勿
論
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
物
に

鋭
く
切
り
込
み
喝
采
を
得
る
。
戦
後
も

鋭
い
観
察
眼
で
「
亡
命
知
識
人
論
」「
無

思
想
人
宣
言
」
な
ど
の
書
を
著
す
。

　

幅
広
く
鋭
い
評
論
と
人
脈
か
ら
マ
ス

コ
ミ
天
皇
と
い
わ
れ
た
。
昭
和
45
年
没
。

現
在
政
府
委
員
等
で
活
躍
し
て
い
る
評

論
家
の
大
宅
映
子
は
娘
さ
ん
だ
。

（
高
井　

誠　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

　大宅壮一が亡くなった翌年の1971年、
膨大な雑誌のコレクションを基礎として
作られた私立図書館。
　大宅壮一は、ことあるごとに古書市、
古本屋通いを続け、およそ20万冊の蔵
書を残した。生前その資料室は、雑草文
庫と称され、蔵書のほとんどが雑誌、雑
本で占められていた。週刊誌をはじめと
する通俗的な雑誌を、大宅独特の視点と
方法により索引づけられている。　
　多くのジャーナリストやライターに愛
用され、年間の利用者は約８万人。
□所在地　東京都世田谷区八幡山3-10-20
　☎０３－３３０３－２０００
□交通　京王線八幡山駅　下車、徒歩８分
□開館　１０：００～１８：００（休館：日・祝日）
□入館料　500円（資料を10冊まで閲
　覧できる。11冊以上の閲覧、資料の
　複写は有料）

大宅壮一文庫

（松山市在住　90 歳）
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役
を
退
い
た
ら
夫
婦
で
こ
う
し
た
民
宿
を
経
営

す
る
の
が
夢
で
し
た
」。

　
「
農
家
民
宿
の
最
大
の
魅
力
は
ゆ
っ
た
り
、

の
ん
び
り
、
ま
ず
は
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
」、
お
腹
が
す
い
た
ら
旬
の
山
の
幸
を
満

喫
。
食
材
調
達
は
ご
主
人
の
仕
事
。
若
い
頃
か

ら
の
経
験
で
「
こ
こ
に
行
け
ば
あ
の
食
材
が

…
」。
料
理
は
奥
さ
ん
の
紀
志
子
さ
ん
の
出
番
。

山
菜
料
理
が
中
心
で
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
教

わ
っ
た
味
が
基
本
で
す
、
若
い
世
代
の
お
客
さ

ん
に
は
お
嫁
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
た
り
」、
家

族
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
。

　

８
月
の
メ
ニ
ュ
ー
は
「
ユ
キ
ノ
シ
タ
と
ク
ズ

の
芽
の
天
ぷ
ら
、
ス
ベ
ヒ
ユ
と
イ
マ
ビ
ユ
の
ゴ

マ
和
え
、
南
瓜
の
南
蛮
漬
け
、
ウ
ド
と
山
芋
の

花
の
ゆ
で
味
噌
和
え
」
と
〝
超
〟
自
然
食
。

　

農
家
民
宿
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
農
業
や
林

業
の
体
験
。
野
菜
の
収
穫
体
験
は
も
ち
ろ
ん
の

△白松博之さんと奥さん紀志子さん
後ろに「樵屋（きこりや）」の看板が見える

ズーム
アップ

ズーム
アップ

　

白
松
博
之
さ
ん
は
、
農
家
民
宿
「
樵
屋
」
の

オ
ー
ナ
ー
で
、
㈲
あ
っ
た
か
村
の
代
表
で
す
。

　

９
年
前
に
枝
打
ち
作
業
中
に
木
か
ら
転
落
、

車
イ
ス
生
活
に
。
ケ
ガ
を
す
る
前
は
、
白
菜
４

ha
・
水
稲
３
ha
を
経
営
す
る
町
で
も
屈
指
の
農

業
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
し
た
。
林
業
に
お
い

て
も
町
の
林
業
振
興
会
の
役
員
と
し
て
活
動
を

牽
引
し
、
自
分
た
ち
が
育
て
た
木
を
こ
だ
わ
っ

て
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ア
イ
デ
ア
を
求
め

て
ま
ち
と
の
交
流
な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
ま
た
間
伐
材
魚
礁
の
考
案
者
の
ひ
と
り
で

も
あ
り
ま
す
。

　

順
風
満
帆
だ
っ
た
人
生
が
事
故
で
一
転
、「
絶

望
と
の
戦
い
に
」。
農
業
は
長
男
の
靖
之
さ
ん

が
一
手
に
引
き
受
け
ま
し
た
。
苦
し
い
闘
病
生

活
を
乗
り
越
え
、
ケ
ガ
か
ら
復
帰
し
て
ま
ず
は

じ
め
た
の
は
「
で
き
る
こ
と
探
し
」
で
町
の
林

業
振
興
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
で
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
阿
武
町
林
業
振
興
会
は
、
長
年

に
わ
た
り
仲
間
と
共
に
築
い
て
き
た
林
業
生
産

技
術
の
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
、
全
国
に
先

が
け
て
の
間
伐
材
魚
礁
の
開
発
、
都
市
と
の
交

流
等
が
認
め
ら
れ
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。

　

農
家
民
宿
「
樵
屋
」
を
開
業
し
た
き
っ
か
け

は
、
秋
の
収
穫
の
後
の
白
松
家
恒
例
の
子
ど
も

た
ち
（
２
男
１
女
）
と
の
家
族
旅
行
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
２
泊
３
日
の
宿
泊
旅
行
を
ケ
ガ
を

す
る
ま
で
14
年
間
毎
年
続
け
、
１
泊
は
ワ
ゴ
ン

車
の
中
で
の
車
中
泊
、
も
う
１
泊
は
民
宿
に
宿

泊
。
農
繁
期
は
ど
ん
な
に
人
手
が
あ
っ
て
も
足

り
な
い
、
朝
早
く
か
ら
夕
方
お
そ
く
ま
で
の
作

業
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
何
か
と
我
慢
さ

せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。「
子
ど

も
た
ち
へ
の
ご
褒
美
の
家
族
旅
行
で
し
た
が
、

特
に
家
族
み
ん
な
で
の
ん
び
り
過
ご
し
た
民
宿

の
雰
囲
気
に
心
身
と
も
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
現

農家民宿「樵
きこりや

屋」

白松博之（しらまつひろゆき）
　1946（昭和21）年９月生まれ。66年
奈古高卒。山林21ha、水稲 1.2ha、野菜
4.5haを経営。山口県指導林業士、元阿
武萩森林組合理事、元山口大学非常勤講
師、山口県立大学非常勤講師（文化人類
学環境問題）、阿武町林業振興会副会長
兼事務局、㈲あったか村代表取締役。
　1998年５月、枝打ち作業中転落事故
に遭い、現在車イスで活動中、2005年７
月、山口県第１号農家民宿「樵屋」を開業。

オーナー

（阿武町在住　60 歳）
白松  博之 氏

ケ
ガ
を
乗
り
越
え

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
探
し
」

山
口
県
で
第
１
号　

農
家
民
宿

板
１
枚
、
釘
１
本
を

こ
と
、
春
に
は
山
菜
狩
り
、
夏
に
は
間
伐
体
験

や
木
工
教
室
、
秋
に
は
き
の
こ
狩
り
、
親
子
ふ

れ
あ
い
の
場
で
は
「
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
や
竹
筒

め
し
」
体
験
な
ど
。
阿
武
町
版
の
体
験
交
流
は

「
本
物
を
体
験
・
実
感
で
き
る
こ
と
」。「
間
伐

体
験
で
も
プ
ロ
の
指
導
の
も
と
本
物
の
チ
ェ
ン

ソ
ー
を
使
い
、
ひ
と
か
か
え
も
あ
る
木
材
を
実

際
に
切
る
事
も
で
き
ま
す
」。
今
後
は
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仲
間
と
共
に「
絵
付
け
教
室
」

や
「
パ
ン
工
房
体
験
」、「
漁
業
体
験
」
等
と
の

連
携
も
考
案
中
で
す
。

　

特
に
「
化
学
物
質
過
敏
症
患
者
」
も
住
め
る

村
「
あ
っ
た
か
村
」
を
展
開
中
で
、
代
表
で
も

あ
る
白
松
さ
ん
の
合
言
葉
は
「
村
に
来
た
か
ら

に
は
板
１
枚
、
釘
１
本
を
打
っ
て
帰
ろ
う
。
そ

れ
が
、
あ
な
た
が
村
に
来
た
証
だ
か
ら
」。

　

お
客
さ
ん
と
の
交
流
は
都
会
か
ら
の
貴
重
な

情
報
源
と
な
り
ま
す
。そ
の
貴
重
な
情
報
源
を
ア

イ
デ
ア
へ
と
結
び
付
け
て
ゆ
く
交
流・滞
在・定
住

へ
仕
掛
け
人
の
腕
の
見
せ
所
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

■所在地　阿武町大字宇生賀 4009 番地
■宿泊料金　１泊２食　お一人 5,500 円〜
　 （子ども 4,000 円）
■予約・問い合わせ
　☎０８３８８・５・０１３８
　http://www.haginet.ne.jp/users/kikori/
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　厳選された地物新鮮素材と旬の味を提供する「懐石料
理 あじろ」が、これまで営業していた今古萩町から萩城
城下町の一角、外堀通り沿い（南片河町）に移転し、８月２
日、新装オープンしました。
　新店舗を施工した金子正史氏は、京都の数奇屋建築の
名工　中村外二氏の内弟子となり、その技術を習得し萩
に帰省。その洗練された技術と若い感性をマッチさせ、
カウンターには檜で有名な木曽檜の400年物を使い、
和の雰囲気をさらに高めくつろぎやすくなりました。
　座席数は、カウンターが６席、テーブルが24席。人
気料理は、あじろ御膳（3,675円）、一

いちみしん

味真御膳（3,900
円）、懐石料理（6,300円～）など。
　昨年夏には、小泉純一郎首相（当時）が来萩した際に
食事をしています。
■営業時間　午前11時30分～午後２時、午後５時～９時
■定休日　水曜日　■住所　南片河町68番地
☎０８３８・２２・００１０

懐石料理 あじろ

「新店舗はお客様にやさ
しい設計にしています」
と店主の田中利隆さん

国土交通省が行っている「中国とるぱ写真コン
テスト」で、須佐の特産品販売所「つわぶき

の館」駐車場から撮影した「ホルンフェルス」が最
優秀賞に選ばれました。
　「とるぱ」とは、良い写真を撮る（とる）ことの
できるパーキング（ぱ）の意味で、優れた景観があ
り、写真撮影が楽しめる、安全に駐車できるなどが
条件。コンテストは今年から始まったもので、中国
５県から143点の応募がありました。

つわぶきの館駐車場（須佐）から撮影した

△須佐のホルンフェルス

　

７
月
７
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
気
番
組「
新
日
本
紀
行 

ふ
た
た
び
」に
、斉
藤
助
産
院
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
の
新
日
本
紀
行
で
は
、
大
正
時
代
か

ら
２
万
人
の
お
産
に
立
ち
会
っ
て
き
た
斉
藤
ト
ラ

さ
ん（
当
時
89
歳
）が
、
高
齢
に
な
っ
て
も
助
産
師

と
し
て
活
躍
す
る
姿
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
27
年
。ト
ラ
さ
ん
は
96
歳
で
他
界
し
、

斉
藤
助
産
院
は
、現
在
、孫
の
沖
野
雅
代
さ
ん
が
継

い
で
い
ま
す
。
助
産
師
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

母
親
た
ち
の
出
産
前
の
不
安
や
産
後
の
悩
み
に
応

え
る
雅
代
さ
ん
の
日
々
の
姿
が
放
送
さ
れ
、
多
く

の
人
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
新
日
本
紀
行 

ふ
た
た
び
」
に
登
場
！

産
声
き
こ
え
る
城
下
町

が 最 優 秀
ホ ル ン フ ェ ル ス

斉
藤
助
産
院（
川
島
）
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（
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
）

シ
リ
ー
ズ
⑤

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と

　

開
業
が
平
成
13
年
４
月
で
す
の
で
、

今
年
が
７
年
目
の
営
業
年
度
と
な
り
ま

す
。
地
産
地
消
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
観

光
客
に
照
準
を
合
わ
せ
た
お
土
産
市
場

で
は
な
く
、
と
に
か
く
地
元
市
民
に
支

持
さ
れ
る
店
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
組

合
員
一
同
、
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
に
は
念
願
の
バ
イ
パ
ス
道

路
も
完
成
し
、
集
客
・
売
上
と
も
に
右

肩
上
り
で
推
移
、
業
績
的
に
は
高
位
安

定
飛
行
状
態
に
も
っ
て
い
け
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
当
施
設
の
年
間
売
り
上
げ

は
8.4
億
円
で
、
全
国
の
道
の
駅
の
平
均

年
商
が
１
億
円
内
外
、
い
か
に
売
上
規

模
が
大
き
い
か
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　

開
業
前
の
立
ち
上
げ
準
備
期
間
に
、

多
く
の
方
々
か
ら
「
あ
ん
な
場
所
に
施

設
を
作
っ
て
も
、
そ
の
う
ち
閑
古
鳥
が

鳴
い
て
閉
鎖
に
な
る
」
な
ど
と
異
口
同

音
に
言
わ
れ
、
当
初
参
画
を
決
め
て
い

た
事
業
者
も
櫛
の
歯
が
抜
け
る
よ
う
に

次
々
と
離
脱
、
将
来
の
不
安
か
ら
、
開

業
日
の
前
日
に
脱
退
さ
れ
た
事
業
者
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で

す
が
、
当
時
は
や
は
り
そ
れ
な
り
に
苦

し
み
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
ア
ゲ
イ
ン

ス
ト
の
風
の
中
で
ス
タ
ー
ト
、
で
も
そ

の
こ
と
で
か
え
っ
て
組
合
員
の
結
束
が

強
く
な
り
、
結
果
的
に
は
良
か
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
開
業
後
は
１
名
の
脱

退
者
も
な
く
、
オ
ー
プ
ン
当
時
の
ま
ま

の
組
合
員
構
成
で
今
日
ま
で
来
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
、
共
同
店
舗
の
運
営
か
ら

い
う
と
珍
し
い
こ
と
で
、
普
通
６
年
も

経
つ
と
、
業
績
不
振
で
入
店
者
の
入
れ

替
え
が
あ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
開
業

後
の
順
調
な
様
子
を
見
て
、
新
た
に
入

店
を
希
望
さ
れ
る
方
も
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
開
業
ま
で
、
そ
し
て
開
業
当
初

の
苦
労
を
共
に
し
た
組
合
員
各
位
と
の

関
係
を
大
切
に
す
べ
き
だ
と
の
観
点
か

ら
、
一
切
お
断
り
し
て
き
た
次
第
で
す
。

　

観
光
市
場
に
な
る
こ
と
を
否
定
、
あ

く
ま
で
〝
地
元
市
民
の
台
所
〟
を
目
指

し
て
開
業
し
ま
し
た
の
で
、
競
合
と
な

る
の
は
市
内
各
所
に
あ
る
大
規
模
ス
ー

パ
ー
や
食
品
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
。

　

い
か
に
当
館
と
し
て
特
徴
を
出
す
か
、

そ
れ
が
当
時
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
〝
地
産
地
消
〟。
幸
い
、
立
地
が
魚

市
場
の
隣
接
地
、
他
所
か
ら
鮮
魚
活
魚

を
仕
入
れ
る
必
要
は
全
く
な
く
地
物
オ

ン
リ
ー
で
勝
負
で
き
ま
す
。
し
か
も
直

接
セ
リ
で
買
い
付
け
て
店
頭
に
並
べ
ま

す
の
で
、
中
間
マ
ー
ジ
ン
や
輸
送
費
を

カ
ッ
ト
し
、
価
格
弾
力
性
を
持
っ
て
商

売
が
で
き
ま
す
。

　

水
産
加
工
品
に
関
し
て
も
、
地
場
の

製
造
メ
ー
カ
ー
が
直
売
の
形
で
入
店
し

て
い
ま
す
の
で
、
品
質
・
価
格
と
も
優

位
に
あ
る
訳
で
す
。
野
菜
果
物
に
し
て

も
広
域
合
併
に
よ
り
萩
市
は
青
果
物
の

宝
庫
と
な
り
、
Ｊ
Ａ
さ
ん
や
生
産
農
家

の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
四
季
折
々

の
青
果
類
を
品
揃
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

現
状
、
販
売
商
材
の
地
元
比
率
は
概

ね
８
割
、
山
口
県
の
進
め
る
地
産
地
消

推
進
活
動
の
認
定
店
舗
と
し
て
、
館
内

の
鮮
魚
４
店
・
青
果
１
店
・
飲
食
３
店

が
認
定
を
受
け
て
お
り
、
ま
さ
に
〝
全

館
ま
る
ご
と
地
産
地
消
拠
点
〟。
今
後

も
地
産
地
消
の
流
れ
は
確
実
に
消
費
者

想
定
外
?
の
好
業
績

標
榜
し
た
の
は〝
地
産
地
消
”

の
実
践
店
舗

連日大勢の来館者で賑わう道の駅・萩しーまーと

萩
の
元
気
企
業
探
訪

全国の道の駅で

売上ベスト５!!

全
国
の
道
の
駅
約
８
５
０
か
所
の
う
ち
、
売
上
高
・
集
客
数
と

も
に
ト
ッ
プ
５
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
。

萩
の
旬
の
味
覚
が
集
ま
る
新
名
所
と
し
て
も
定
着
し
て
き
た
。

同
駅
の
運
営
主
体
：
ふ
る
さ
と
萩
食
品
協
同
組
合
の
代
表
理
事

組
合
長
・
大
嶋
宏
史
氏
に
お
話
を
お
聞
き
し
た
。

▲代表理事組合長・大嶋宏史氏
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支
持
を
受
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

さ
ら
な
る
地
物
比
率
の
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア

へ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
や
連
載
番
組
な

ど
、
一
般
消
費
者
向
け
に
萩
の
魚
の
Ｐ

Ｒ
を
開
業
以
来
続
け
て
い
る
こ
と
は
皆

さ
ん
も
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
水
産
関
係
の
業
界
紙
を
は
じ

め
食
品
商
業
や
経
済
専
門
誌
か
ら
も
頻

繁
に
取
材
を
受
け
、
そ
の
方
面
で
の
知

名
度
も
な
か
な
か
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
記
事
を
見
て
視
察
に
来
ら
れ

る
団
体
が
、
北
は
北
海
道
・
南
は
沖
縄

か
ら
、
年
間
50
件
を
下
回
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た

拠
点
施
設
の
運
営
モ
デ
ル
と
し
て
、
か

●会社プロフィール
道の駅/萩しーまーと（運営主体：ふるさと萩食
品協同組合）2000年10月設立・2001年４月開業
年商　8.4億円（2007・03決算期　対前年+9.3％）
年間来館者数　約140万人　
構成員　15事業者（直営含め店舗数18店舗）
従業員数　90余名　
所在地　萩市椿東4160 – 61
☎０８３８・２４・４９３７
ＨＰ http://www.axis.or.jp/~seamart/
■東京都板橋区大山商店街にある萩市アンテナ
ショップへの商品供給も萩しーまーとが担当

な
り
注
目
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

い
わ
ば
、
萩
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
他
県
移
出
が
静
か
に
進
ん
で
い
る
訳

で
す
。

　

地
域
物
産
の
販
売
拠
点
・
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
、
当
初
想
定
し
て
い
た

ベ
ー
ス
は
ほ
ぼ
固
め
つ
つ
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
基
本
機
能
を

活
か
し
、
そ
し
て
２
名
の
優
秀
な
Ｉ

タ
ー
ン
者
（
中
澤
・
篠
原
）
の
能
力
を
、

今
後
は
地
域
貢
献
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
よ
り
、
当
館
に
集
ま
る
観
光

客
を
、
市
内
の
観
光
施
設
に
還
流
さ
せ

る
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
、
チ
ケ
ッ
ト

割
引
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
例
え

ば
、
萩
博
物
館
の
団
体
割
引
入
館
券
を

ま
と
め
て
購
入
し
、
割
引
価
格
で
個
々

の
観
光
客
に
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
山
口
県
が
設
置
す
る
「
む
ら

ま
ち
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
８
月
27

日
に
認
定
さ
れ
、
こ
の
秋
か
ら
、
中
山

間
地
区
で
の
農
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

農
家
・
漁
家
民
宿
の
案
内
な
ど
、
萩
広

域
エ
リ
ア
の
持
つ
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
系
の
観
光
資
源
を
来
館
者

に
紹
介
し
て
い
く
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

萩
し
ー
ま
ー
と
が
地
域
活
性
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
テ
ー
マ
を
ひ

と
つ
ず
つ
確
実
に
形
に
し
て
い
く
、
多

少
手
前
味
噌
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
と
パ
ワ
ー
を
持
っ
た
組
織
で

す
の
で
、
今
後
の
展
開
が
本
当
に
楽
し

み
で
す
。

地
域
へ
の
貢
献
を
加
速

「
萩
し
ー
ま
ー
と
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
」
は
全
国
区

近隣のお客様
で賑わう金曜
日定例の朝市

エリア別来館者

【
萩
ふ
る
さ
と
タ
ー
ン
応
援
団
・
定
住
総
合
相
談
窓
口
】

萩
市
企
画
課
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
９
）、
定
住
支
援
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.city.hagi.yam
aguchi.jp/teijyu/

厚東 満さん（60歳）

　

昭
和
40
年
に
萩
商
工
高
校
を
卒
業

後
、
静
岡
県
庁
に
入
庁
。
以
来
42

年
間
、
静
岡
県
に
在
住
。
今
年
４
月

に
定
年
と
と
も
に
実
家
の
あ
る
萩
市

越
ヶ
浜
に
Ｕ
タ
ー
ン
。

　

静
岡
在
住
時
に
は
、
２
月
に
花
が

咲
く
カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
長

年
に
わ
た
り
萩
市
に
寄
贈
。
そ
の
数

合
わ
せ
て
２
０
０
本
。
今
年
８
月
に

は
、
こ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、
野
村

萩
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
母
親
の
世
話
を
し
な
が

ら
、
萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
や
、
萩
や
す
ら
ぎ
苑
（
斎

萩
市
に
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
さ
れ
た
皆
さ
ん
③

あ
な
た
の
定
住
を
応
援
し
ま
す
！

萩
ふ
る
さ
と
タ
ー
ン
応
援
団

場
）・
は
な
委
員
会
の
役
員
を
務
め

る
な
ど
、
市
内
の
緑
化
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
昨
年
取
得
し
た
園
芸

福
祉
士
の
資
格
を
活
か
し
、
園
芸
活

動
を
通
じ
て
福
祉
施
設
等
に
役
に
立

ち
た
い
」
と
厚
東
さ
ん
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
カ

ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
の
萩
市
へ
の
寄
贈
を
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
、
も
っ
と
花
や
緑
に
つ

い
て
勉
強
し
、
市
の
緑
化
に
協
力
す

る
こ
と
で
、
生
ま
れ
育
っ
た
萩
に
恩

返
し
を
し
た
い
。
道
の
駅
・
萩
し
ー

ま
ー
と
周
辺
に
植
樹
し
た
カ
ワ
ヅ
ザ

ク
ラ
の
花
が
２
月
に
は
咲
き
始
め
る

の
で
、
笠
山
の
椿
と
と
も
に
是
非
見

に
き
て
ほ
し
い
」

▽
ア
ド
バ
イ
ス

　

一
度
、
萩
で
の
生
活
を
体
験
し
て

い
た
だ
い
て
、
小
京
都
・
萩
の
良
さ

を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め

に
、
行
政
に
は
も
っ
と
協
力
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

地元市民が
６割強 !!

問い合わせ



真
ふ
ぐ
加
工
品（
詰
め
合
わ
せ
）を

10
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
申
込
方
法

は
15
ペ
ー
ジ
。

※
サ
ン
プ
ル
商
品
同
梱
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
記
入
の
上
、
ご
返
送
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

★サンプルプレゼント

2007 年 9月（第 77号） 10

加
工
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

加
工
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

　

日
本
一
の
ふ
ぐ
集
積
市
場
「
下
関

南は
え
ど
ま
り

風
泊
市
場
」
に
水
揚
げ
さ
れ
る
真
ふ
ぐ

の
う
ち
、
萩
市
越
ヶ
浜
の
延
縄
船
団
が
水

揚
げ
す
る
シ
ェ
ア
は
、
な
ん
と
７
割
。

　

こ
の
萩
の
固
有
特
産
資
源
と
も
い
え

る
「
真
ふ
ぐ
」
を
一
気
に
ブ
ラ
ン
ド
に
押

し
上
げ
よ
う
と
、
昨
年
末
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
（
地
域
団
体
商
標
）
申
請
に
引
き
続
き
、

萩
商
工
会
議
所
主
導
で
、
通
年
供
給
が
可

能
な
真
ふ
ぐ
の
加
工
品
の
開
発
・
販
促
の

た
め
「
萩
発
・
平
成
ふ
ぐ
維
新
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
今
年
５
月
に
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
予
算
は
９
０
０
万
円
（
日
本
商
工

会
議
所
：
平
成
19
年
度
地
域
資
源
∞
全
国

展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）。
会
長
に
は
萩
の

魚
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
の
大
嶋
宏
史

氏
が
就
任
、
今
年
４
月
の
漁
期
に
確
保
し

た
真
ふ
ぐ
活
魚
の
ミ
ガ
キ
を
原
料
に
、
各

種
加
工
品
の
試
作
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

８
月
現
在
、「
た
た
き
ブ
ロ
ッ
ク
」「
燻

製
」「
一
夜
干
し（
一
汐
・
梅
酢
・
味
醂
）」「
唐

揚
」「
西
京
漬
け
」「
粕
漬
け
」
の
６
種
が

製
品
化
さ
れ
ま
し
た
。
真
ふ
ぐ
活
魚
ミ
ガ

キ
を
原
料
と
し
た
加
工
品
は
ウ
ェ
ブ
上
で

サ
ー
チ
す
る
範
囲
で
は
、
こ
れ
ま
で
本
格

的
に
は
販
売
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も

希
少
な
製
品
と
い
え
そ
う
で
す
。

　

新
製
品
の
デ
ビ
ュ
ー
は
８
月
４
日
。
東

京
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ
た
全
国
道

の
駅
物
産
フ
ェ
ア
に
て
、
来
場
者
に
抽
選

で
モ
ニ
タ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
試
食
ア
ン

ケ
ー
ト
記
入
を
条
件
に
商
品
サ
ン
プ
ル
を

提
供
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
）
と
し

て
合
計
１
０
０
ケ
ー
ス
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。

　

郵
送
回
収
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ア
ン
ケ
ー
ト

の
評
価
は
予
想
以
上
に
高
く
、
ま
た
「
知

人
に
贈
り
た
い
」「
今
年
の
お
歳
暮
に
使

い
た
い
」
な
ど
発
売
前
の
試
作
商
材
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
嬉
し
い
問
い
合
わ
せ
も
あ

り
ま
し
た

　

今
後
、
秋
口
ま
で
に
蒲
鉾
・
天
ぷ
ら
な

ど
の
練
り
製
品
や
雑
炊
・
茶
漬
け
な
ど
の

乾
燥
商
材
も
試
作
開
発
予
定
で
、
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
揃
う
９
月
末
に
記
者
発
表
＆
試

食
会
を
開
催
予
定
で
す
。

■
今
後
の
無
料
試
食
の
予
定

　

首
都
圏
エ
リ
ア
に
於
い
て
は
、
10
月
26

日
（
金
）
に
板
橋
区
大
山
商
店
街
の
と
れ

た
て
村
に
て
、
10
月
27
、
28
日
（
土
日
）

に
は
世
田
谷
で
開
催
さ
れ
る
幕
末
維
新
祭

り
に
特
設
ブ
ー
ス
出
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
50

ケ
ー
ス
程
度
の
モ
ニ
タ
サ
ン
プ
リ
ン
グ
。

　

萩
市
現
地
で
は
、
10
月
７
日
（
日
）
開

催
の
第
12
回
萩
・
魚
ま
つ
り
に
て
、
一
般

消
費
者
向
け
５
０
０
名
規
模
の
真
ふ
ぐ
加

工
品
の
無
料
試
食
。

　

一
般
消
費
者
向
け
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
並
行
し
て
、
業
務
用
需
要
（
飲
食
店
用

の
メ
ニ
ュ
ー
素
材
）
の
検
証
も
進
め
て
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
東
京
の
お
い
で
ま
せ
山

口
館
や
萩
大
志
館
（
東
京
在
住
の
萩
出
身

者
の
会
）、
山
口
県
大
阪
事
務
所
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
首
都
圏
・
関
西
圏
の
大
都

市
部
に
あ
る
山
口
県
ゆ
か
り
の
飲
食
店
に

製
品
サ
ン
プ
ル
を
無
償
提
供
、
萩
の
真
ふ

ぐ
メ
ニ
ュ
ー
採
用
に
向
け
て
の
営
業
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
下
関
に
独
占
さ
れ
て
き
た

「
ふ
ぐ
＝
山
口
県
」
の
全
国
区
イ
メ
ー
ジ

を
、
こ
の
真
ふ
ぐ
を
起
爆
剤
に
多
少
と
も

萩
に
引
っ
張
っ
て
来
よ
う
と
、
関
係
者
一

同
、
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

▲東京六本木ヒルズ開催の全国道の駅フェアに出展、運営は萩大志館の有志各位

▲時間をかけてチップで燻した【燻製】

▲新鮮さをそのままパック
【たたきブロック】

通
年
供
給
可
能
な
真
ふ
ぐ

加
工
商
材
を
新
規
開
発
！

サ
ン
プ
ル
配
布
・
無
料

試
食
を
各
地
で
実
施

業
務
用
の
需
要
開
拓
も
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★事務局からのお知らせ
クラス会、同窓会、皆さんからの投稿記事をお待
ちしています。萩ネットワーク事務局まで、お送
りください。また事前にご連絡いただければ、人
数分の資料をお送りします。

○
中
山
光
夫　
（
大
阪
市
）

　

本
年
も
８
月
15
日
の
大
東
亜
戦
争
の
敗

戦
記
念
日
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

先
般
の
同
窓
会
で
戦
争
時
（
国
民
学
校

時
代
）
の
話
が
出
て
、
萩
市
は
戦
闘
機
松

陰
号
を
陸
軍
と
海
軍
に
寄
贈
し
て
、
我
々

は
そ
の
写
真
を
各
自
に
貰
っ
て
大
事
に
保

管
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
大
阪
に
出
て
来

て
萩
の
家
が
何
度
も
引
っ
越
し
た
の
で
行

方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
な

た
か
今
で
も
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
お
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

萩
高
同
窓
会
下
関
支
部
の
下
関
巴
城
会

会
長
の
益
田
宗
親
さ
ん
が
、
７
月
26
日
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年
82
歳
。

　

益
田
会
長
は
、
下
関
市
で
益
田
耳
鼻
咽

喉
科
医
院
長
や
下
関
市
医
師
会
顧
問
を
務

め
る
傍
ら
、
同
窓
会
の
運
営
に
多
大
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
に
は
、
勲
五

等
双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

下
関
巴
城
会

益
田
宗
親
会
長 

ご
逝
去

会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す

たちばな会からたち会
　　　　　広島支部総会

7月14日

ホテルセンチュリー21（広島市）

萩高校同窓会
8月8日

萩高校体育館（萩市）

今年のテーマは“志士”。維新の志士と、
引き受け期の44期と、亥年のシシを
かけたもの。母校体育館に約600人

台風接近、中原洋美たちばな会広島支部
長（49年卒）3回目の広島市議選当選

東海指月会
7月8日

マリオットアソシアホテル（名古屋市）

萩光塩学院同窓会
8月10日

ビアシティ萩（萩市）

約90人出席。佐藤和子校長から「48
期、約1200人の卒業生を出した小学
校が来年から休校します」と報告

親子連れの出席が2組、幼児・子ど
も5～6人出席

広島指月会
7月7日

ホテルグランヴィア（広島市）

からたち会九州支部総会
7月21日

東京第一ホテル小倉（北九州市）

小倉の百万まつり、副会長の山谷幹夫
氏が編集された懐かしい思い出写真の
スライド上映に一同感激

北束由美さん（昭和49年卒・事務局）
ほか4人のリコーダー演奏
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う
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
に
は
姉
妹
店
と
し
て
シ
ョ
ッ
ト

バ
ー
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｌ
を
開
店
、
こ
の
時
か

ら
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
店
名
の
前
に
〝
地
産
謹

製
料
理
店
〟
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

を
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
も
地
元
素

材
に
こ
だ
わ
っ
た
美
味
し
い
メ
ニ
ュ
ー
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
店
に
お
客
様
が
溢
れ
、
従
業
員

が
集
い
、
そ
し
て
資
金
が
集
ま
れ
ば
、
自

然
と
次
の
展
開
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

無
理
を
せ
ず
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
し
か

も
楽
し
み
な
が
ら
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
、

こ
れ
が
自
分
流
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
業
の
関
連
で
、
現
在
二
つ
の
団
体
に

所
属
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

萩
元
気
食
の
会
、
こ
ち
ら
は
萩
市
民
に

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
料

理
を
提
案
し
て
い
く
活
動
と
、
萩
産
の
豊

◎小祝　敦（こいわい　あつし）
1959年（昭和34年）10月東京都生まれ、
萩市吉田町在住、東京都港区立飯倉小学
校、城南中学校、錦城高等学校、国士舘
大学政経学部卒。
1982年㈱テンアライド入社、1990年萩
に移住。各種アルバイトを経て、1992
年ＭＡＲＵをオープン。2005年姉妹店
ＮＯＲＭＡＬを開業。
趣味は食べ歩き・水泳・ジョギング・美
術全般（絵画・陶芸）　座右の銘は「原
因はすべて内側にある」（原因はすべて
自己にあり。外的要因のせいにはしない）

　

出
身
は
東
京
都
港
区
麻
布
で
す
。
都
心

の
ド
ー
ナ
ツ
現
象
で
廃
校
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
港
区
立
飯
倉
小
学
校
に
学
び
、
再

開
発
で
今
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
や
東
京
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
に
生
れ
変
わ
っ
た
、
か
つ
て
の

萩
藩
・
毛
利
家
下
屋
敷
跡
の
公
園
や
池
で

メ
ダ
カ
を
採
っ
た
り
ク
チ
ボ
ソ
を
釣
っ
て

遊
ん
だ
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　

萩
藩
邸
跡
で
幼
い
頃
に
遊
ん
だ
自
分
が
、

〝
縁
〟
あ
っ
て
、
そ
の
藩
都
で
あ
る
萩
に

店
を
開
く
、
実
は
店
の
名
前　

○
（
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｕ
）
は
、〝
縁
＝
円
〟
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

大
学
在
学
中
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

た
㈱
テ
ン
ア
ラ
イ
ド
（
居
酒
屋
の
天
狗

チ
ェ
ー
ン
）
に
そ
の
ま
ま
入
社
、
８
年
間

働
い
て
、
今
か
ら
17
年
前
、
家
内
の
郷
里

で
あ
る
萩
に
移
住
し
ま
し
た
。
移
住
の

き
っ
か
け
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、

最
大
の
理
由
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
良
い

生
活
環
境
を
与
え
た
い
と
考
え
た
こ
と
。

　

当
時
、
東
京
で
は
オ
ウ
ム
真
理
教
な
ど

の
あ
や
し
い
事
件
が
あ
っ
た
り
、
何
か
不

安
な
事
象
が
多
く
、
決
し
て
子
供
た
ち
に

と
っ
て
良
い
環
境
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た

の
で
す
。

　

移
住
後
２
年
間
は
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
を

し
、
１
９
９
２
年
に
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
を
開
業
し

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
し
た
頃
は
、「
萩
に

無
い
メ
ニ
ュ
ー
を
」
と
の
考
え
で
、
萩
以

外
の
料
理
や
お
酒
の
品
揃
え
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
萩
の
食
材
の
豊
富
さ
と
そ
の
実

力
を
知
る
に
つ
れ
、
提
供
す
る
メ
ニ
ュ
ー

や
食
材
入
手
の
ル
ー
ト
が
、今
で
言
う〝
地

産
地
消
〟
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
萩

地
元
産
の
素
材
を
使
い
、
地
元
産
の
調
味

料
で
味
付
け
し
、
地
元
産
の
お
酒
で
、
萩

な
ら
で
は
の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ

夢夢追追人人Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
の
店
名
は
萩
と
の

縁（
円
）か
ら

（萩市吉田町在住　47歳）
小祝  敦 さん

地産謹製料理店
ＭＡＲＵ

豊
か
な
萩
の
食
材
を
活
か
す

地
産
謹
製
料
理
を

〝
食
”
を
テ
ー
マ
に
魅
力
的
な

町
づ
く
り
に
参
加

か
な
農
水
産
物
を
使
っ
た
名
物
料
理
を
創

作
し
、
観
光
振
興
に
寄
与
し
て
い
く
と
い

う
２
本
立
て
。
お
な
じ
み
の〝
晋
作
弁
当
〟

は
当
会
の
自
信
作
、
こ
の
春
に
は
幕
末
パ

ン
に
む
つ
み
豚
の
ハ
ム
そ
し
て
伝
統
野
菜

の
チ
シ
ャ
を
あ
し
ら
っ
た
〝
長
州
フ
ァ
イ

ブ
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
〟
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
が
、
飲
食
店
組
合
青
年

部
、
こ
ち
ら
は
青
年
部
長
を
務
め
て
い
ま

す
。〝
ど
っ
ち
も
料
理
し
よ
う
〟
と
い
う

萩
の
地
元
食
材
の
対
決
イ
ベ
ン
ト
を
青
年

部
で
企
画
し
、
来
年
夏
に
向
け
て
、
萩
名

物
・
活
き
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
を
使
っ
た
創
作

料
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
萩
は
食
材
の
宝
庫
、

こ
ん
な
に
食
べ
物
が
豊
か
な
地
域
は
、
日

本
広
し
と
い
え
ど
、
め
っ
た
に
あ
る
も
の

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
食
の
世
界
に
携
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。

△萩との“縁”を
表した店名ロゴ

■○（MARU）
■住所　吉田町 78　
■営業時間　17〜23時（日・祝休）
　☎　０８３８・２６・５０６０
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９
月
１
日
〜
10
月
８
日

　

２
万
５
０
０
０
点
を
超
え
る
膨
大

な
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
鈴

木
春
信
、
喜
多
川
歌
麿
、
葛
飾
北
斎

な
ど
浮
世
絵
全
盛
期
の
絵
師
た
ち
に

よ
る
優
品
１
６
３
点
を
、
世
界
に
先

駆
け
て
紹
介
す
る
里
帰
り
展
。

10
月
17
日
〜
12
月
６
日

　

昭
和
期
の
陶
芸
界
に
鮮
烈
な
印
象

を
刻
ん
だ
孤
高
の
陶
芸
家
・
岡
部
嶺

男
（
１
９
１
９
〜
１
９
９
０
）
の
足

跡
を
辿
る
回
顧
展
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

▽
休
館
日

　

月
曜
日　

▽
入
館
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
学
生

８
０
０
円

〜
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
教
育
の
充
実
か
ら
〜

▽
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
０
０
円

※
９
月
10
日
（
月
）
は
臨
時
休
館
。

　

展
示
室
の
改
修
に
よ
り
、
９
月
３

日
〜
13
日
は
、
常
設
・
企
画
展
示
室

は
閉
鎖
。
そ
の
他
の
施
設
は
無
料
で

利
用
で
き
ま
す
。

萩
博
物
館
だ
よ
り

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）（

☎
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

　
「
松
陰
門
下
の
四
天
王
」
と
う
た

わ
れ
る
高
杉
晋
作
・
久
坂
玄
瑞
・
吉

田
稔
麿
・
入
江
九
一
、
そ
し
て
「
塾

生
の
兄
貴
分
」
で
あ
っ
た
桂
小
五
郎

（
木
戸
孝
允
）
の
生
き
ざ
ま
を
、
彼

ら
が
残
し
た
資
料
か
ら
辿
り
、
幕
末

維
新
の
変
革
に
命
を
か
け
た
若
き
塾

生
た
ち
の
思
い
に
迫
り
ま
す
。

萩
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

松
下
村
塾
開
塾
１
５
０
年
記
念

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア 

ア
ン
ド 

ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
所
蔵

岡
部
嶺
男
展

青
磁
を
極
め
る
ー

C V＆A Images/Victoria and 
Albert Museum

鈴木春信「伝 松坂屋野風」

　

山
口
県
教
育
委
員
会
が
７
月
に
08

年
度
の
公
立
高
校
入
学
定
員
を
発
表
し
、

萩
高
校
の
理
数
科
、
萩
商
工
高
校
の
工

業
系
の
学
科
で
そ
れ
ぞ
れ
定
員
が
減
少

し
ま
す
。

　

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
山
口
県
内

の
全
日
制
の
定
員
は
減
少
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
萩
高
で
理
数
科
が
10
人
の

減
少
と
な
る
ほ
か
、
萩
商
工
で
は
、
国

際
情
報
科
が
情
報
デ
ザ
イ
ン
科
と
な
り
、

機
械
、
電
気
、
建
設
工
学
各
科
で
５
人

ず
つ
減
少
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
古
高
校
は
、
須
佐
分
校
が

来
年
度
募
集
停
止
と
な
る
の
を
受
け
、

生
活
総
合
科
学
科
（
30
人
）
を
廃
止
し

て
普
通
科
（
35
人
）
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

公
立
高
校
の
来
年
度
定
員

萩
高
・
理
数
科
10
人
、
萩
商
工
15
人
減
少

週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
「
教
育
」
の
安
心
度　

萩
市
が
全
国
39
位

　

人
気
ビ
ジ
ネ
ス
誌
「
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
」
第
31
号
で
特
集
さ
れ
た
「
全
国

８
０
５
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ 

安
心
し
て

住
め
る
街
」
の
「
教
育
」
の
安
心
度
で
、

萩
市
が
39
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
教
育
」
の
安
心
度
は
、
大
学

等
進
学
率
、
塾
・
進
学
教
室
数
、
小
中

学
校
教
員
数
の
各
偏
差
値
を
基
に
割
り

出
さ
れ
た
教
育
偏
差
値
に
よ
る
も
の
で
、

萩
市
は
特
に
、
子
ど
も
の
数
に
比
べ
て

教
員
数
の
多
さ
が
高
ラ
ン
ク
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
な
お
１
、２
位
は
東
京
都

千
代
田
区
、
渋
谷
区
で
し
た
。

　

ま
た
、
紙
面
で
は
「
中
国
地
方
は
歴

史
的
に
教
育
熱
心
で
、
萩
市
を
例
に
と

れ
ば
、
江
戸
時
代
に
日
本
三
大
学
府
の

一
つ
と
う
た
わ
れ
た
明
倫
館
、
吉
田
松

陰
が
数
多
く
の
維
新
の
志
士
を
育
て
た

松
下
村
塾
の
流
れ
が
現
代
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

△現校舎裏に建設中の萩商工新校舎（平成 20年３月完成予定）

８
月
11
・
18
日
号
（
６
７
０
円
）

■ 2008 年度入学定員
学　校 定　員

萩高 普通科160人、理数科30人【計190人】

萩商工
総合ビジネス科40人、情報デザイン科40人、
機械科35人、電気科35人、建設工学科35人

【計185人】

奈古高 普通科35人、生物資源科学30人【計65人】

高杉晋作が下関挙兵
時に身につけた甲

〜
街
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
教
育
の
充
実
か
ら
〜

長
州
男
児
の
肝
っ
玉

松
門
四
天
王
と
桂
小
五
郎
９月15日
12月16日

初
公
開   

浮
世
絵
名
品
展
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■
十
二
代
三
輪
休
雪
展

９
月
24
日
（
月
）
〜
30
日
（
日
）

富
山
県
富
山
市
西
町　

富
山
大だ

い
わ和

（
０
７
６
・
４
２
４
・
１
１
１
１
）

■
東
京
指
月
会

　

関
東
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。
今
年
40

周
年
で
記
念
誌
を
発
行
。

10
月
20
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区　

日
本
工
業
倶
楽
部

（
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口
）

（
０
３
・
３
２
８
１
・
１
７
１
１
）

■
東
京
た
ち
ば
な
会
、
か
ら
た
ち
会
関

東
支
部
合
同

　

関
東
地
区
の
萩
商
業
高
同
窓
会
と
萩

工
業
高
同
窓
会
の
合
同
総
会
。

11
月
10
日
（
土
）
午
後
3
時
30
分
〜

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町　

ホ
テ
ル 

ル
ポ
ー
ル
麹
町
（
麹
町
会
館
）

（
０
３
・
３
２
６
５
・
５
３
６
１
）

■
東
京
須
佐
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
区
同
郷
会
。

11
月
24
日
（
土
）
正
午
〜

東
京
都
港
区
高
輪
４
︲
10
︲
56　

日
立

金
属　

高
輪
和わ

き
ょ
う
か
ん

彊
館

（
０
３
・
３
４
４
３
・
１
７
１
７
）

■
中
村
眞
一 

作
陶
展

10
月
２
日
（
火
）
〜
８
日
（
月
・
祝
）

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１　

池
袋
三
越

北
陸
地
区

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

（
０
３
・
３
９
８
７
・
１
１
１
１
）

■
納
富
晋 

作
陶
展

10
月
９
日
（
火
）
〜
15
日
（
月
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
鎌
倉
市
姉
妹
都
市
（
萩
市
、
上
田
市
、

足
利
市
、
鎌
倉
市
）
物
産
展

　

萩
市
か
ら
、
か
ま
ぼ
こ
、
海
産
物
、

夏
み
か
ん
製
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

10
月
５
日
（
金
）、
６
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時（
６
日
は
４
時
ま
で
）

鎌
倉
市
小
町
１
︲
10
︲
５

　

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
問
）
萩
市
商
工
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
０
８
）

■
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り　

萩
観

光
物
産
展

　

萩
・
阿
武
地
域
の
特
産
品
な
ど
が
販

売
さ
れ
ま
す
。

10
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時
（
28
日
は
午
後
５
時

30
分
ま
で
）

東
京
都
世
田
谷
区

　

松
陰
神
社
入
口
若
林
公
園
前

（
問
）
萩
商
工
会
議
所

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
３
３
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

10
月
10
日
（
水
）
〜
20
日
（
土
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
３
︲
２
︲
３

日
興
證
券
ビ
ル

　

サ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
住
恵

（
０
５
２
・
２
６
３
・
４
０
２
１
）

■
ド
ー
ム
や
き
も
の
ワ
ー
ル
ド

２
０
０
７

　

水
津
和
之
が
出
展
し
ま
す
。

11
月
16
日
（
金
）
〜
20
日
（
火
）

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
大
幸
南
１
︲
１

︲
１　

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム

（
０
５
２
・
７
１
９
・
２
１
２
０
）

■
明
治
維
新
防
長
殉
難
者
顕
彰
会

10
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

京
都
府
京
都
市
東
山
区
本
町
15
丁
目

７
７
８　

東
福
寺
境
内
退
耕
庵

（
０
７
５
・
５
６
１
・
０
０
８
７
）

■
西
村
不
可
止 

等
身
大
展

９
月
４
日
（
火
）
ま
で

広
島
県
広
島
市
中
区
鉄
砲
町
４
︲
５　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ブ
ラ
ッ
ク

（
０
８
２
・
２
２
４
・
４
５
６
９
）

■
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｕ 
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

〜
秋
の
ゲ
イ
ジ
ツ
〜

　

陶
芸
家
の
濱
中
史
朗
、
金
子
司
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
14
日
（
金
）
〜
24
日
（
月
・
休
）

島
根
県
津
和
野
町
本
町
一
丁
目　

古
橋

酒
蔵（

０
９
０
・
７
７
７
５
・
３
１
２
３
）

■
内
村
幹
雄 

作
陶
展

10
月
２
日
（
火
）
〜
15
日
（
月
）

岡
山
県
岡
山
市
表
町
２
︲
１
︲
１　
　

天
満
屋
岡
山
店

（
０
８
６
・
２
３
１
・
７
１
１
１
）

■
山
口
指
月
会

　

山
口
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

10
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
〜

山
口
市
湯
田
温
泉　

翠
山
荘

（
０
８
３
・
９
２
２
・
３
８
３
８
）

■
山
口
県
立
美
術
館
常
設
展
「
十
二
代

三
輪
休
雪
」

　

十
二
代
休
雪
が
三
輪
龍
作
と
名
乗
っ

て
い
た
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か

け
て
の
作
品
。

９
月
30
日
（
日
）
ま
で

山
口
市
亀
山
町
３
︲
１　

　

山
口
県
立
美
術
館

（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
ベ
ア
テ
ィ
ル
・
ペ
ア
ソ
ン
作
陶
展

10
月
５
日
（
金
）
〜
９
日
（
火
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１　

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
４
・
４
５
５
９
）

■
女
流
陶
芸
会
山
口
県
支
部
作
陶
展

　

松
尾
優
子
が
出
展
し
ま
す
。

11
月
１
日
（
木
）
〜
５
日
（
月
）

宇
部
市
常
盤
町
１
︲
６
︲
30

　

宇
部
・
井
筒
屋

（
０
８
３
６
・
３
５
・
８
１
０
０
）

■
躍
動
会
展
（
絵
画
）

　

藤
崎
恒
頼
が
出
展
し
ま
す
。

10
月
18
日
（
木
）
〜
23
日
（
火
）

長
門
市　

ウ
ェ
ー
ブ

（
０
８
３
７
・
２
２
・
１
１
５
５
）

■
九
州
指
月
会

　

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

９
月
８
日
（
土
）
午
後
４
時
〜

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神　

平
和
桜

（
０
９
２
・
７
７
１
・
４
１
４
１
）

■
萩
焼　

坂
高
麗
左
衛
門
窯
展

９
月
26
日
（
水
）
〜
10
月
２
日
（
火
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神

　

大
丸
・
福
岡
天
神
店

（
０
９
２
・
７
１
２
・
８
１
８
１
）

■
萩
焼　

守
繁
栄
徹
喜
寿
陶と

ほ歩
展

10
月
11
日
（
木
）
〜
17
日
（
水
）

大
分
県
大
分
市
府
内
町
２
︲
１
︲
４

　

ト
キ
ハ
百
貨
店

（
０
９
７
・
５
３
８
・
１
１
１
１
）

関
西
地
区

中
国
地
区

九
州
地
区

関
東
地
区

　

陶
芸
家　

岡
田
裕
、
玉
村
登
陽
、

野
坂
和
左
、
波
多
野
善
蔵
、
波
多
野

英
生
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

東
京
展　

９
月
18
日
（
火
）
〜
30
日

（
日
）
東
京
三
越
本
店

名
古
屋
展　

10
月
３
日
（
水
）
〜
８

日
（
月
）
三
越
名
古
屋
栄
店

京
都
展　

10
月
10
日
（
水
）
〜
15
日

（
月
）
京
都
高
島
屋

大
阪
展　

10
月
17
日
（
水
）
〜
22
日

（
月
）
そ
ご
う
心
斎
橋
本
店

仙
台
展　

10
月
24
日
（
水
）
〜
29
日

（
月
）
三
越
仙
台
店

金
沢
展　

11
月
２
日
（
金
）
〜
11
日

（
日
）
金
沢
21
世
紀
美
術
館

日
本
伝
統
工
芸
展

第
54
回

東
海
地
区

山
口
県
関
係
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塊
世
代
の
は
し
り
、
還
暦
記
者
の
カ

ミ
ー
ノ
紀
行
が
、
８
月
か
ら
毎
週
水
曜

日
に
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
地
球
の
悲
鳴
︲
環
境
問
題
の
本

１
０
０
選
︲
」　　
　
　
　

陽
捷
行

　

大
地
か
ら
、
海
原
か
ら
、
そ
し
て
天

空
か
ら
痛
切
な
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
。
21

世
紀
の
わ
れ
わ
れ
に
必
要
と
さ
れ
る
、

あ
ら
た
な
「
知
」
と
は
。
環
境
問
題
と

向
き
あ
う
た
め
の
必
読
１
０
０
書
を
一

挙
公
開
。

　

陽
捷
行
さ
ん
（
独
立
行
政
法
人
農
業

環
境
技
術
研
究
所
所
長
）
は
萩
高
14
期

（
昭
37
年
卒
）。

山
口
福
祉
文
化
大
学

①
修
士
試
験
（
資
格 

萩
を
愛
す
る
方
）

▽
出
題
形
式 

問
題
集
か
ら
１
０
０
問 

択
一
式　

▽
受
験
料
１
０
０
０
円

②
博
士
試
験
（
資
格 

修
士
取
得
者
）

▽
出
題
形
式 

問
題
集
か
ら
１
０
０

問 

記
述
式
・
択
一
式
▽
受
験
料 

２
０
０
０
円

申
込
締
切　

11
月
２
日

※
検
定
問
題
集
（
１
０
０
０
円
）
を
販

売
中　

（
問
）
萩
博
物
館

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
６
６
）

■
第
８
回
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン　
　

　

今
年
の
招
待
選
手
は
高
岡
寿
成
選
手

で
す
。
今
年
か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は

「
維
新
の
里 

萩
城
下
町
」
を
肌
で
感
じ

な
が
ら
町
を
一
周
す
る
新
コ
ー
ス
に
な

り
ま
す
。

12
月
９
日
（
日
）
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

種
目　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㎞
、
５

㎞
、
２
㎞
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
２
㎞
）

申
込
締
切　

10
月
31
日

（
問
）
萩
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
７
３
１
１
）

■
日
経
新
聞
「
還
暦
カ
ミ
ー
ノ
︲
ス
ペ

イ
ン
巡
礼
記
」
連
載
中

　

筆
者
の
土
田
芳
樹
さ
ん
は
、
萩
高
17

期
（
昭
40
年
卒
）
で
、
今
年
３
月
に
日

本
経
済
新
聞
社
を
定
年
。
嘱
託
と
し
て

４
月
下
旬
か
ら
、
記
者
時
代
に
温
め
て

い
た
企
画
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
（
約

８
０
０
㎞
）
を
39
日
間
で
歩
い
た
。
団

■
07
萩
焼
新
作
展

　

松
尾
優
子
、
兼
田
知
明
、
玉
村
信
一

が
出
展
し
ま
す
。

10
月
24
日
（
水
）
〜
29
日
（
月
）

福
岡
県
北
九
州
市
北
区
船
場
町
１
︲
１

　

小
倉
・
井
筒
屋

（
０
９
３
・
５
２
２
・
３
１
１
１
）

■
た
ち
ば
な
会
本
部
総
会

　

萩
商
業
高
の
同
窓
会
本
部
。

10
月
20
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

萩
商
業
高
校
体
育
館

　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
２
３
２
）

■
萩
高
第
９
期
（
昭
32
年
卒
業
）
同
期

会
50
周
年

10
月
24
日
（
水
）

•
講
演
（
Ｃ
・
Ｗ
ニ
コ
ル
氏
）
▽
午
後

２
時
〜　

▽
萩
高
校
体
育
館

•
懇
親
会　

▽
午
後
５
時
〜　

▽
千
春

楽
味
楽
亭
（
萩
市
堀
内
）

連
絡
先　

プ
チ
ハ
ウ
ス
平
田
清
子

（
０
８
３
８
・
２
５
・
２
６
８
５
）

■
秋
の
ゲ
イ
ジ
ツ

　

初
秋
の
萩
、
古
い
民
家
・
商
家
・
酒

蔵
で
、
絵
画
、
写
真
、
器
、
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
な
ど
を
展
示
販
売
。

９
月
14
日
（
金
）
〜
24
日
（
月
・
休
）

俥
宿
天
十
平
、
萩
画
房
、
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ
．、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
草
莽

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
25
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

　

ジ
ャ
ズ
界
の
巨
人
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
マ

ン
ス
（
ピ
ア
ノ
）
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ

イ
ヴ
ィ
ス
（
ベ
ー
ス
）。
２
人
の
珠
玉

の
デ
ュ
オ
。

10
月
28
日
（
日
）
午
後
７
時
〜
、
午
後

９
時
〜　

▽
７
５
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
田
町
萩
焼
ま
つ
り

10
月
５
日
（
金
）
〜
８
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜

萩
市
東
田
町　

田
町
商
店
街
ア
ー
ケ
ー

ド（問
）
田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
０
８
３
８
・
２
６
・
２
２
０
１
）

■
無
角
和
牛
ま
つ
り

10
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

阿
武
町
奈
古　

道
の
駅
「
阿
武
町
」

（
０
８
３
８
８
・
２
・
０
３
５
５
）

■
萩
も
の
し
り
博
士
検
定

11
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

新
規
加
入
会
員
ご
紹
介

（
６
月
28
日
〜
８
月
27
日  

15
人
）

中
根
勝
子
さ
ん　
（
広
島
県
府
中
市
）

茂
刈
利
夫
さ
ん（
広
島
県
東
広
島
市
）

長
岡
忠
孝
さ
ん
（
広
島
県
広
島
市
）

野
村
和
子
さ
ん
（
愛
知
県
一
宮
市
）

田
辺
敏
博
さ
ん（
広
島
県
廿
日
市
市
）

城
代
政
樹
さ
ん
（
広
島
県
広
島
市
）

松
陰
神
社　
　
（
萩
市
）

松
屋
恒
男
さ
ん（
福
岡
県
北
九
州
市
）

塩
飽
利
直
さ
ん
（
萩
市
）

宮
木
忠
雄
さ
ん
（
萩
市
）

野
村
繁
三
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

水
谷
洋
介
さ
ん（
愛
知
県
尾
張
旭
市
）

古
屋
正
之
さ
ん
（
山
口
県
下
関
市
）

美
萩
工
芸　
　
（
萩
市
）

日
本
大
学　
　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

出
版
情
報

　

Ａ
５
判
／
２
８
３
ペ
ー
ジ

定
価　

１
９
８
０
円

発
行　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社

萩
市
関
係

プ
レ
ゼ
ン
ト

①
真
フ
グ
加
工
品
（
詰
め
合
わ
せ
）
を

10
名
様

②
「
晋
作 

蒼
き
烈
日
」（
著
者 

秋
山

香
乃
の
サ
イ
ン
入
り 

１
８
９
０
円
）

を
２
名
様

申
込
方
法　

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
近
況
な
ど
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン

ト
係
ま
で
。
締
切
は
９
月
30
日

　萩市では、平成22年度中の開館を目指して、市民球場跡地に
新しい図書館の建設準備を進めています。
　これに伴い、建設準備から開館後の運営まで携わっていただく、
新・萩図書館長を全国から募集します。
　萩市ではこれまで、市民病院事務局長（平９年）や萩まちじゅう
博物館長（平16年）を全国公募してきました。民間企業で培われ
てきたノウハウを新しい図書館の運営に活かしてみませんか。
■受験資格　昭和18年４月２日から昭和28年４月１日までに生ま
れた方で、次の条件のすべてに該当し、萩市内に居住できる方
①本が好きな方
②民間企業等で組織管理・運営の経験、実績がある方
③市民活動に理解のある方
■報酬　年額５００万円（社会保険あり）
■採用予定日 平成19年11月１日
■応募期限　９月28日
　※詳しくは萩市ホームページ（http://www.city.hagi.yamaguchi.jp）
■問い合わせ　萩市総務課人事係（０８３８・２５・１２３９）

民 間 ノ ウ ハ ウ を 図 書 館 運 営 に ！
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■人の動き（平成19年７月末日）
　萩　市：人口／57,804人　男／26,598人　女／31,206人　世帯数／24,591世帯
　阿武町：人口／4,117人　男／1,831人　女／2,286人　世帯数／1,633世帯

　秋になると庶民のふぐ“しろさばふ
ぐ”の延縄漁が始まり、紅葉の頃にピー
クを迎える。萩では“かなとふぐ”の
名前で親しまれ、鍋が恋しくなる時期
に、普段使いの価格でふぐが味わえる
のは萩市民の特権。これをカチカチに
干した“干しふぐ”は、萩のおせち料理
の必需品、今でも浜崎の水産加工事業
者で極少量が生産されているが、すぐ
に売り切れ、毎年品薄状態の伝統食品。

しろさばふぐ漁
風物詩

08

風物詩

01
　中秋の満月を鑑賞する歳事。もとも
とはこれから始まる稲の刈入れ期を前
に、収穫を予祝する初穂祭としての意
味合いがある農耕儀礼のひとつ。お供
えは丸い月を模った団子と、ススキの
穂。ススキの穂には魔よけの力がある
とされていた。この一夜に限り、他家
のお供え物や他人の畑の作物を勝手に
獲ってよいとされる風習が全国各地に
伝えられている。

十五夜

　春と秋の彼岸につきものの「ぼたも
ち」と「おはぎ」。もち米とアンコで
作られた同じ食べ物だが、春の彼岸は
「牡丹餅（ぼたもち）」と呼び、秋は「お
萩（おはぎ）」と使い分ける。春が「こ
しあん」なのに対して、秋は「つぶあ
ん」とも言われている。甘いものが貴
重であった往時、今では考えられない
くらいのご馳走であった。

お萩
風物詩

02

　萩名物ケンサキイカの盛漁期は９月、
大量に漁獲され価格も手頃になるた
め、この時期漁家の軒先や港の空地で
イカ干しの風景が見られる。見島など
島嶼部では、水揚げされたばかりの活
きたケンサキイカを港でさばき、手際
よく干していく様子に出会う。こうし
て干されたケンサキイカは、最高級品
の証“一番スルメ”の名前で流通する。
また、秋が深まると地元ではドンコと
呼ばれるイカの王様アオリイカが漁獲
され、これも一夜干しに加工される。

イカ干し
風物詩

03

　萩の島嶼部や漁村地区には婚礼にま
つわる面白い風習がつい先頃まで行わ
れていた。婚礼のある家に、若者たち
が集落内にある地蔵を持ち込んで、振
る舞い酒を受けるというもの。地蔵を
持ち込むのは“嫁が永く居つくよう
に”という縁起かつぎ。村内の地蔵が
無くなると、同じ意味で、漁船の錨を
持ち込んだとのこと。運びこまれた地
蔵を元の場所にお返しするのは婚家の
仕事、大変骨が折れたという。

婚礼と地蔵
風物詩

04

　萩はちりめんの名産地。原料となる
シラスの漁期は春と秋の年２回。菊ヶ
浜の沖合い１㎞程度と漁場が近く、漁
獲されたシラスは最寄の浜崎漁港に活
きたまま水揚げ。着岸を待ち構えてい
た加工場のトラックが急いで工場に運
び、釜茹で、その日のうちに天日干し
される。秋漁のシラスは純白で最高級
品、高値で取引される。

しらす干し
風物詩

06

　萩市の北東部小川地区は果物の宝
庫。高原状にある大規模な農業団地で
は名物“小川梨”の収穫がピークを迎
える。夏の終わり頃から、赤梨とよば
れる「幸水」の出荷が始まり、９月に
入ると「二十世紀」その後は大型種の
「愛宕」「新雪」と品種を変えながら晩
秋まで続く。

梨の収穫
風物詩

05

　秋は米の収穫期、萩市内の各地で稲
刈りの風景が見られる。近年は大型の
乾燥機の普及で、昔ながらの天日干し
（はさかけ）の風景を見ることが少な
くなったが、かつては自然の陽光を利
用した稲穂の乾燥が行われていた。懐
かしい風景が、またひとつ消えつつあ
るが、天日干しの効用が見直されて復
活しつつあると聞く。

稲刈り・はざかけ
風物詩

07


